
広島・瀬戸内海・松山「探究の旅」
令和だからこそ訪れたい定番ルート

チ
ャ
ー
タ
ー
船
利
用
で
効
率
的
な
移
動

な
ぜ
、令
和
時
代
に
松
山
市
な
の
か

自
ら
学
び
・
考
え
る
体
験
メ
ニ
ュ
ー
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「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
教
旅
」探
る

日
本
修
学
旅
行
協
会
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
未
来
体
験
ツ
ア
ー
」提
供

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

横浜みなと博物館も
「帆船日本丸」を見学

日本丸メモリアルパーク

都
内
で
学
習
旅
行
誘
致

長
野
県
観
光
機
構
が
説
明
会

体験学習プログラムが人気
京都　東映太秦映画村

見
る
・
学
ぶ
・
作
る
・
参
加
す
る

「
松
山
」探
究
メ
ニ
ュ
ー

和
文
化
・
温
泉
文
化
を
体
験

瀬
戸
内
海
の
島
々
で
体
験

松
山
周
辺
地
域
と
も
連
携

令
和
発
　

万
葉
集
ゆ
か
り
の
地

正
岡
子
規
と
万
葉
集


日
か
ら
特
集
展
示

柳
原
良
平
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
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令
和
だ
か
ら
こ
そ
訪
れ
た
い
魅
力
的
な
教
育
旅
行
先
が
、
広
島
・
瀬
戸
内
海
・
松
山
の

組
み
合
わ
せ
だ
。
「
平
和
学
習
」
や
「
世
界
遺
産
を
通
し
た
学
習
」
な
ど
教
育
旅
行
の
定

番
の
地
「
広
島
」
。
こ
れ
に
瀬
戸
内
海
ク
ル
ー
ズ
や
島
々
で
の
体
験
、
道
後
温
泉
、
し
ま

な
み
海
道
、多
く
の
俳
人
や
文
学
作
品
を
輩
出
し
た
松
山
や
、砥
部
焼（
伝
統
工
芸
の
里
）、

清
流
肱
川
（
大
洲
）
を
舞
台
と
し
た
、
多
彩
か
つ
深
い
学
び
に
つ
な
が
る
テ
ー
マ
別
交
流

体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た
教
育
旅
行
が
人
気
で
、
広
島
・
瀬
戸
内
海
・
松
山
が
定

番
ル
ー
ト
と
な
っ
て
久
し
い
。
松
山
市
の
サ
ポ
ー
ト
が
万
全
な
の
も
人
気
の
理
由
だ
。

保存修理工事中の道後温泉本館正面

松山城で吟行体験

試行錯誤してゴールを目指
すロゲイニング

中島でみかんの収穫体験

トロッコ列車で鉱山へ

　
多
く
の
文
人
ゆ
か
り
の
歴
史

的
・
文
化
的
資
源
が
ま
ち
な
か

に
多
く
点
在
し
て
い
る
松
山

市
。
そ
こ
で
、
俳
句
作
り
に
精

通
し
た
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
と
松

山
・
道
後
の
歴
史
や
文
化
に
触

れ
な
が
ら
、
道
後
温
泉
や
松
山

城
な
ど
市
内
各
所
を
吟
行
体
験

で
き
る
。
散
策
中
も
ガ
イ
ド
の

俳
句
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ

る
の
で
、
初
心
者
で
も
俳
句
を

詠
む
こ
と
が
可
能
だ
。

　
そ
の
後
、
句
会
ラ
イ
ブ
を
行

え
ば
、
俳
句
講
師
が
巧
み
な
進

行
で
、
楽
し
く
生
徒
、
先
生
の

俳
句
を
評
価
し
、
会
場
は
笑
顔

で
包
ま
れ
る
。
俳
都
松
山
ら
し

い
地
域
の
特
色
を
、
濃
く
、
深

く
学
べ
る
メ
ニ
ュ
ー
だ
。

　
新
た
に
作
成
さ
れ
た
の
が
、

生
徒
の
自
主
性
や
協
調
性
を
育

む
「
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
※
」
。
愛

媛
県
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
協
会
の
全

面
協
力
の
も
と
実
現
し
た
メ
ニ

ュ
ー
だ
。（
※
２
～
５
人
で
チ
ー

ム
を
組
み
、
地
図
を
も
と
に
作

戦
を
立
て
、
時
間
内
に
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
を
回
り
な
が
ら
得

点
を
競
う
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
）。

　
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
は
観

光
・
文
化
ス
ポ
ッ
ト
が
多
く
、

「
旅
好
き
が
選
ぶ
！
日
本
の
城

ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
８
」
で
、

第
３
位
に
輝
い
た
現
存

天
守

の
松
山
城
な
ど
が
あ
る
。
班
別

自
主
研
修
を
も
っ
と
充
実
さ
せ

た
い
時
に
お
す
す
め
だ
。
地
理

や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
調
べ

て
お
く
と
よ
り
楽
し
め
る
た

め
、
事
前
学
習
も
充
実
す
る
。

　
事
前
学
習
の
際
に
は
旅
行
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク「
瀬
戸
内
・
松
山

修
学
は
い
く
」も
活
用
で
き
る
。

市
内
中
心
部
が
一
目
で
分
か
る

地
図
や
テ
ー
マ
別
コ
ー
ス
例
が

掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
通
常
の
班

別
自
主
研
修
に
も
適
し
た
内
容

で
、
松
山
市
の
修
学
旅
行
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ「
お
い
で
ん
か
松
山
」

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

　
松
山
市
は
、
主
要
施
設
が
ま

ち
の
中
心
部
に
コ
ン
パ
ク
ト
に

納
ま
っ
て
い
る
。
宿
泊
先
と
し

て
同
市
が
推
奨
す
る
道
後
温
泉

と
は
車
で

分
以
内
の
距
離
に

あ
り
、
宿
泊
施
設
の
食
事
や
お

も
て
な
し
は
一
般
旅
行
と
同
等

レ
ベ
ル
の
扱
い
だ
。

　
「
俳
都
松
山
」に
ち
な
ん
で
、

俳
句
を
つ
く
り
、
特
設
の
ポ
ス

ト
に
投
句
す
る
と
、後
日
、最
優

秀
句
に
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
が
贈

ら
れ
る
と
い
っ
た
特
別
イ
ベ
ン

ト
も
行
っ
て
い
る
。ま
た
、道
後

周
辺
の
旅
館
に
宿
泊
し
た
ほ
と

ん
ど
の
学
校
が
採
用
し
て
い
る

人
気
メ
ニ
ュ
ー
が
、
道
後
商
店

街
の
夜
の
散
策
で
、
風
情
あ
る

夜
の
道
後
温
泉
周
辺
を
堪
能
で

き
る
。

　
み
か
ん
王
国
・
愛
媛
を
牽
引

け
ん
い
ん

し
て
き
た
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ

中
島
。
チ
ャ
ー
タ
ー
船
を
使
え

ば
、
広
島
か
ら
約
１
時
間
で
直

接
上
陸
で
き
る
。

　
地
元
保
育
園
児
に
よ
る
歓
迎

に
始
ま
り
、
延
長
５
０
０
㍍
の

美
し
い
姫
ヶ
浜
ビ
ー
チ
で
の
投

げ
釣
り
体
験
、
昼
食
は
瀬
戸
内

の
新
鮮
な
海
鮮
を
使
用
し
た
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
が
人
気
だ
。
み
か

ん
の
収
穫
時
期
は

月
か
ら
５

月
ま
で
の
約
８
カ
月
間
で
、
農

家
か
ら
収
穫
方
法
を
学
ん
だ

後
、
収
穫
体
験
が
で
き
る
。

　
松
山
市
内
か
ら
車
で
１
時
間

で
、
し
ま
な
み
海
道
の
愛
媛
側

玄
関
口
今
治
市
に
到
着
す
る
。

世
界
で
も
珍
し
い
自
転
車
で
渡

る
橋
上
サ
イ
ク
リ
ン
グ
。
瀬
戸

内
海
の
島
々
を
眺
め
な
が
ら
の

爽
快
な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
世
界

か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
隣
町
の
砥
部
町
に
あ
る
の

は
、
西
日
本
最
大
級
の
規
模
の

「
と
べ
動
物
園
」
。
こ
こ
で
は

動
物
園
の
役
割
や
、
環
境
問
題

に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け

ら
れ
る
。
ま
た
、
飼
育
員
か
ら

解
説
を
受
け
な
が
ら
、
普
段
は

入
れ
な
い
獣
舎
裏
な
ど
で
給
餌

の
見
学
な
ど
の
特
別
な
体
験
も

で
き
る
。

　
ま
た
、
大
洲
市
を
流
れ
る
清

流
「
肱
川
」
で
は
、
ミ
シ
ュ
ラ

ン
一
つ
星
の
臥
龍
山
荘
や
大
洲

城
を
眺
め
な
が
ら
、
カ
ヌ
ー
体

験
を
行
い
、
自
然
を
満
喫
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
新
居
浜
市
「
別
子
銅
山
」
で

は
、
産
業
発
展
の
歴
史
を
学
べ

る
。
日
本
初
の
山
岳
鉱
山
専
用

鉄
道
を
復
元
し
た
鉱
山
鉄
道
が

あ
り
、
鉱
山
観
光
や
砂
金
採
り

体
験
も
可
能
だ
。

　「
松
山
や
各
地
域
で
、さ
ま
ざ

ま
な
分
野
を
探
究
し
、『
本
物
の

体
験
』を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

『
感
動
』『
教
訓
』、そ
し
て『
最
高

の
思
い
出
』を
作
っ
て
ほ
し
い
」

（
松
山
市
産
業
経
済
部
観
光
・
国

際
交
流
課
）。

　
愛
媛
県
外
か
ら
松
山
市
を
訪

れ
る
に
は
、
海
路
や
陸
路
な
ど

さ
ま
ざ
ま
。
そ
の
一
例
が
、

「
広
島
―
松
山
ル
ー
ト
」
（
２

４
０
人
モ
デ
ル
）
。
広
島
・
松

山
間
を
最
短

分
で
結
ぶ
チ
ャ

ー
タ
ー
船
を
利
用
し
、
ス
ム
ー

ズ
に
移
動
す
る
こ
と
で
、
自
由

度
の
高
い
コ
ー
ス
設
定
や
充
実

し
た
体
験
が
可
能
。
穏
や
か
で

晴
天
率
の
高
い
瀬
戸
内
海
で
の

運
航
率
は
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
と

計
画
が
立
て
や
す
く
、
安
全
で

快
適
な
瀬
戸
内
海
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
を
満
喫
で
き
る
。

　
宮
島
の
世
界
遺
産
や
広
島
の

平
和
学
習
を
体
験
し
た
後
、
世

界
に
誇
る
多
島
美
と
先
端
技
術

の
粋
を
集
め
た
長
大
橋
群
が
織

り
な
す
し
ま
な
み
海
道
を
渡

り
、
瀬
戸
内
海
の
雄
大
な
自
然

や
、
そ
こ
で
育
ま
れ
た
歴
史
な

ど
を
体
感
し
た
あ
と
、
松
山
に

入
る
ル
ー
ト
が
人
気
だ
。

　「
令
和
」の
出
典
は「
万
葉
集
」

か
ら
で
あ
り
、
万
葉
集
の
愛
媛

県
関
係
の
歌
は
、
諸
説
あ
る
が

全
て
日
本
最
古
と
い
わ
れ
る
道

後
温
泉
に
関
わ
る
歌
で
あ
る
。

　
道
後
温
泉
本
館
は
、
そ
の
歴

史
あ
る
雄
姿
を
次
代
に
受
け
継

ぐ
た
め
、
「
営
業
し
な
が
ら
の

保
存
修
理
工
事
」
を
進
め
て
い

る
。
手
塚
治
虫
の
「
火
の
鳥
」

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た

「
道
後
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
展
開
。
夜
に
は
手

塚
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
制
作
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と

連
動
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
で
彩
ら
れ
る
。
道

後
温
泉
の
歴
史
絵
巻
が
演
出
さ

れ
、
今
し
か
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
道
後
温
泉
本
館
の
姿
と
道

後
温
泉
の
入
浴
を
楽
し
め
る
。

　
ま
た
、
「
道
後
温
泉
別
館
　

飛
鳥
乃
湯
泉（
あ
す
か
の
ゆ
）」

の
浴
室
に
は
、
万
葉
歌
人
の
山

部
赤
人
と
額
田
王
の
歌
を
モ
チ

ー
フ
に
、
砥
部
焼
の
陶
板
壁
画

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
で
そ
の
世
界
観
を
表
現
し

て
い
る
。

　
そ
し
て
、
道
後
ア
ー
ト
２
０

１
９
・
２
０
２
０「
ひ
み
つ
ジ
ャ

ナ
イ
基
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も

開
催
さ
れ
て
お
り
、
令
和
の
道

後
温
泉
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

　
松
山
が
輩
出
し
た
俳
人
・
正

岡
子
規
は
、
「
万
葉
集
は
歌
集

の
王
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
ほ

か
、
歌
を
作
る
際
に
立
ち
返
る

べ
き
原
点
と
し
て
「
万
葉
集
」

を
推
奨
し
て
い
る
。

　
短
歌
の
革
新
者
で
も
あ
る
正

岡
子
規
に
つ
い
て
、唯
一
、常
設

・
特
別
展
示
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
施
設
が
「
子
規
記
念
博
物

館
」
だ
。
令
和
の
今
だ
か
ら
こ

そ
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
ほ
し
い
施
設

だ
。

リ
ト
グ
ラ
フ「
サ
ン
セ
ッ
ト
」

初代「帆船日本丸」

横
浜
み
な
と
博
物
館

説
明
会
の
様
子

はやぶさ２ リュウグウ模型

時代衣装体験

伊
賀
流
手
裏
剣
打
ハ
イ
ス
コ

ア
選
手
権

「
天
空
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
忍
登
（
し
の
ぼ

り
）
」

　
東
映
太
秦
映
画
村
（
京
都

市
右
京
区
）
で
は
、
修
学
旅

行
生
に
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
人
気
。
体
験
学
習
は
修

学
旅
行
に
必
須
の
メ
ニ
ュ
ー

と
な
っ
て
お
り
、
映
画
村
で

は
、
「
見
る
・
学
ぶ
・
作
る

・
参
加
す
る
」を
テ
ー
マ
に
、

京
扇
子
、
京
う
ち
わ
の
手
描

き
体
験
の
ほ
か
、
清
水
焼
絵

付
け
体
験
な
ど
が
あ
る
。

　
班
別
研
修
用
に
は
、
少
人

数
用
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、

映
画
村
な
ら
で
は
の
「
変
身

体
験
」
が
あ
る
。
メ
イ
ク
、

か
つ
ら
を
省
い
て
着
物
の
着

付
け
の
み
の
「
時
代
衣
装
体

験
」
の
お
手
軽
プ
ラ
ン
。
短

時
間
で
変
身
し
映
画
村
の
江

戸
の
町
を
散
策
で
き
る
。

　
村
内
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
次
々
と

登
場
し
て
い
る
。
時
代
劇
や

忍
者
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の

が
充
実
し
た
。

　
「
天
空
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
忍
登

（
し
の
ぼ
り
）」

は
、
高
さ
７
㍍

の
壁
を
登
っ
た

り
飛
び
降
り
た

り
す
る
ス
リ
ル

満
点
の
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
。

安
全
装
置
を
着
用
し
て
の
本

格
的
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
を
気
軽
に
体
験
で
き
る

も
の
。
未
成
年
は
同
意
書
に

保
護
者
の
サ
イ
ン
が
必
要
な

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
同
意
書

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
持
参
が
必
要
。

　
立
体
迷
路
「
忍
者
の
砦
」

は
、
高
さ

㍍
、
３
階
建
て

２
４
０
ブ
ロ
ッ
ク
の
屋
内
型

立
体
迷
路
で
日
本
初
登
場
。

屋
内
の
特
性
を
生
か
し
迷
路

の
中
に
は
岩
落
と
し
、
つ
り

天
井
な
ど
忍
者
の
仕
掛
け
た

ギ
ミ
ッ
ク
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

が
楽
し
め
る
。
　

　
手
裏
剣
道
場
で
は
、
忍
者

の
得
意
な
武
器
で
あ
る
手
裏

剣
投
げ
に
挑
戦
で
き
る
。
伊

賀
流
手
裏
剣
打
ち
で
、
手
裏

剣
を
的
に
向
か
っ
て
投
げ
ら

れ
る
実
践
道
場
。

　
第
６
回
伊
賀
流
手
裏
剣
打

ハ
イ
ス
コ
ア
選
手
権
が
開
催

中
で
本
格
手
裏
剣
５
投
の
合

計
で
ハ
イ
ス
コ
ア
を
目
指

す
。
季
節
ご
と
に
優
秀
者
を

決
定
し
、
賞
状
と
記
念
品
が

も
ら
え
る
。
さ
ら
に
年
間
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は

伊
賀
上
野
観
光
協
会
の
協
力

で
、
伊
賀
特
産
品
が
贈
ら
れ

る
。
ラ
ン
キ
ン
グ
も
随
時
映

画
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表

し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
年
間
を
通
し
て

数
々
の
人
気
ゲ
ー
ム
・
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
期
間
限
定
の
特

別
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い

る
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
郵
送
、

申
し
込
み
な
ど
体
験
学
習
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
東
映

太
秦
映
画
村
（
☎
０
７
５
・

８
６
４
・
７
７
１
６
）ま
で
。

パネルディスカッションの様子

　
長
野
県
観
光
機
構
は
８
月


日
、「
学
習
旅
行
誘
致
説
明

会
」を
東
京
都
内
で
開
催
し
、

学
習
旅
行
の
実
態
報
告
な
ど

を
行
っ
た
。
旅
行
会
社
の
担

当
者
や
、
県
内
の
宿
泊
施
設

関
係
者
ら
が
参
加
し
た
。

　
学
習
旅
行
誘
致
推
進
協
議

会
の
富
沢
友
晴
担
当
課
長
に

よ
る
と
、
２
０
１
７
年
度
の

県
外
か
ら
の
来
訪
学
校
数
と

延
べ
児
童
・
生
徒
数
は
４
５

８
３
校
、
約

万
６
千
人
だ

っ
た
。
宿
泊
地
別
の
合
計
は

菅
平
高
原
、
志
賀
高
原
・
北

志
賀
高
原
、
そ
の
他
の
佐
久

地
振
管
内
の
順
で
、
学
校
の

所
在
都
道
府
県
別
は
東
京
、

埼
玉
、
神
奈
川
と
な
っ
た
。

　

年
度
の
海
外
か
ら
の
訪

日
教
育
旅
行
は
１
７
６
校

（
団
体
）
、
約
５
８
０
０
人

で
、
中
国
、
台
湾
か
ら
の
来

訪
が
中
心
だ
っ
た
。

　
当
日
は
、
長
野
県
観
光
部

観
光
誘
客
課
の
田
中
清
継
主

任
に
よ
る
ウ
イ
ン
タ
ー
シ
ー

ズ
ン
の
学
習
旅
行
の
説
明
も

行
わ
れ
た
。

年
度
の
県
外

か
ら
の
ス
キ
ー
学
習
旅
行
の

来
訪
学
校
数
は
、
合
計
９
３

８
校
で
、
前
年
度
の
９
１
８

校
に
対
し

校（
２
・
２
％
）

の
増
加
だ
っ
た
が
、
延
べ
児

童
・
生
徒
数
は
約

万
９
千

人
で
、
前
年
度
に
比
べ
３
・

３
％
の
減
少
だ
っ
た
。

　
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
た
１
９
９
８
年
と
比

べ
る
と
ス
キ
ー
学
習
旅
行
の

比
率
は
当
時
の

・
１
％
か

ら

・
９
％
ま
で
低
下
し
た
。

ま
た
、

年
以
降
は
中
学
生

の
ス
キ
ー
学
習
旅
行
が
高
校

生
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
そ
の
対
策
と
し
て
県
で
は

近
年
、
「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体

験
」
や
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス

キ
ー
」
を
提
案
。
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
体
験
は
初
め
て
で
も
安

心
し
て
行
え
、
２
人
乗
り
で

行
う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
キ
ー

は
す
べ
て
の
生
徒
が
ス
キ
ー

体
験
を
で
き
る
特
徴
が
あ

る
。

　
併
せ
て
、
ス
キ
ー
と
美
術

館
を
組
み
合
わ
せ
た
提
案
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
こ

の

月
に
は
長
野
市
に
あ
る

「
東
山
魁
夷
美
術
館
」
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
さ
れ

る
な
ど
、
県
に
あ
る
美
術
館

・
博
物
館
は
３
６
２
館
を
数

え
、
日
本
一
と
い
う
。

　
横
浜
市
の
横
浜
み
な
と
み

ら
い

地
区
に
あ
る
日
本
丸

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
は
、
太

平
洋
の
白
鳥
と
呼
ば
れ
た
初

代
「
帆
船
日
本
丸
」
や
、
横

浜
港
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
横

浜
み
な
と
博
物
館
」を
併
設
。

全
国
の
中
学
校
に
体
験
型
の

修
学
旅
行
誘
致
に
向
け
た
情

報
発
信
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
。

　
日
本
丸
は
１
９
３
０
年
に

建
造
さ
れ
た
練
習
帆
船
で
、

国
指
定
重
要
文
化
財
。
船
内

見
学
も
可
能
だ
。
ま
た
、
横

浜
み
な
と
博
物
館
で
は
、
横

浜
港
の
歴
史
や
港
の
役
割

を
、
模
型
や
資
料
な
ど
で
分

か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
管
理
運
営
す
る
帆
船

日
本
丸
記
念
財
団
に
よ
る
と

小
・
中
・
高
校
生
向
き
の

「
帆
船
日
本
丸
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
取
り

そ
ろ
え
て
い
る
。
日
本
丸
の

船
長
、
航
海
士
に
よ
る
お
話

や
、
船
内
見
学
ツ
ア
ー
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
提
案

す
る
ほ
か
、
横
浜
み
な
と
博

物
館
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
行

う
。

　
東
武
タ
ワ
ー
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
が
運
営
す
る
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
（
東
京
都
墨
田
区
）

は
、
隣
接
す
る
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
の
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
イ
ー
ス
ト
タ
ワ
ー

８
階
に
あ
る
千
葉
工
業
大
学

・
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
連
携
し
、

修
学
旅
行
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
未
来
体
験
ツ
ア
ー
」
を
提

供
し
て
い
る
。

　
同
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
研
究

活
動
を
通
じ
て
生
ま
れ
た
最

先
端
技
術
を
応

用
し
た
体
験
型

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
ゾ
ー
ン
。
未

来
体
験
ツ
ア
ー

は
、
３
０
０
㌅

の
巨
大
ス
ク
リ

ー
ン
に
よ
る
宇

宙
の
誕
生
か
ら

現
在
ま
で
の
１

３
８
億
年
を
大

迫
力
の
映
像
と

音
響
で
紹
介
す

る
３
Ｄ
シ
ア
タ
ー
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
そ
の
後
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
に
投
入
さ

れ
て
い
る
災
害
対
策
ロ
ボ
ッ

ト
の
操
縦
の
実
演
な
ど
を
体

験
で
き
る
約
１
時
間
の
コ
ー

ス
で
、
現
役
の
千
葉
工
業
大

学
生
が
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
務

め
て
い
る
。

　
最
近
で
は
、
今
話
題
の
小

惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
２
」

の
実
物
大
模
型
の
展
示
を
開

始
。
併
せ
て
、
は
や
ぶ
さ
２

が
着
陸
と
サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー

ン
を
試
み
て
い
る
小
惑
星

「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
」
の
７
千
分

の
１
サ
イ
ズ
の
模
型
も
展
示

し
た
。
展
示
さ
れ
て
い
る
リ

ュ
ウ
グ
ウ
は
、
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
に
よ
り
表
面
の
凸
凹
ま

で
忠
実
に
再
現
さ
れ
、
触
る

こ
と
も
で
き
る
。

　
修
学
旅
行
な
ど
の
学
校
団

体
に
求
め
ら
れ
る
体
験
学
習

に
力
を
入
れ
て
い
る
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
で
は
、
「
学
校

団
体
予
約
を
さ
ら
に
利
用
し

や
す
く
す
る
た
め
」
（
東
武

タ
ワ
ー
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
観
光

営
業
部
の
森
本
洋
正
氏
）、４

月
か
ら
学
校
団
体
の
入
場
予

約
券
の
料
金
を
改
定
し
中
学

生
は
天
望
デ
ッ
キ
券
９
５
０

円
（
税
別
）、天
望
回
廊
セ
ッ

ト
券
１
４
５
０
円
（
同
）
に

値
下
げ
し
た
。
ま
た
、
予
約

時
の
利
用
条
件
を
大
幅
に
見

直
し
、
学
校
団
体
予
約
が
簡

単
に
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
ま
た
、
事
前
学
習
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、
そ
の
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
「
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
の
構
造
や
建
築
技

術
」
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

が
建
つ
墨
田
区
の
歴
史
」

「
墨
田
区
の
平
和
」
「
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
館
内
説
明
」

を
用
意
し
て
い
る
。

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
は
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

団
体
予
約
セ
ン
タ
ー
☎
０
３

（
３
６
２
６
）
０
６
３
４
。

　
日
本
修
学
旅
行
協
会
は


日
、
「
第

回
教
育
旅
行
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
東
京
都
江

東
区
の
日
本
科
学
未
来
館
で

開
い
た
。
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
教
育
旅
行
～
新
学
習
指

導
要
領
に
い
う『
深
い
学
び
』

に
つ
な
げ
る
た
め
に
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
基
調
講
演
や
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
、
教
育
旅
行
で
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
の
可
能
性
を
多
角
的

に
議
論
し
た
。

　
日
本
教
育
情
報
化
振
興
会

会
長
で
東
京
工
業
大
学
名
誉

教
授
の
赤
堀
侃
司
氏
が
「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
旅
行

の
意
義
」
と
題
し
て
基
調
講

演
。
赤
堀
氏
は
「
情
報
環
境

が
変
わ
り
、
生
徒
自
身
が
主

体
的
に
学
ぶ
社
会
に
な
っ

た
」
「
深
い
学
び
に
す
る
に

は
、
知
識
を
構
造
化
す
る
必

要
が
あ
る
」
「
学
び
に
向
か

う
力
（
非
認
知
）
が
重
要
に

な
る
」
な
ど
語
っ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
次
の
４
氏
が
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
登
壇
。
授
業
で
ｉ

Ｐ
ａ
ｄ
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
城

北
中
学
校
・
高
等
学
校
Ｉ
Ｃ

Ｔ
委
員
長
の
清
水
団
氏
。
協

働
学
習
（
子
ど
も
た
ち
が
教

え
合
い
学
び
合
う
学
習
）
の

構
築
や
校
外
学
習
で
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
導
入
に
取
り
組
む
三
重
県

松
阪
市
立
三
雲
中
学
校
研
修

主
任
の
山
﨑
良
氏
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
見
学
ガ
イ
ド
な

ど
の
学
校
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
制
作
に
携
わ
る
東
京
国
立

博
物
館
博
物
館
教
育
課
教
育

普
及
室
長
の
藤
田
千
織
氏
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
教
育
旅
行

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
を
推
進

す
る
奈
良
県
県
土
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
局

平
城
宮
跡
事
業
推
進
室
室
長

補
佐
の
井
上
幸
治
氏
。
長
く

教
育
旅
行
に
携
わ
っ
て
き
た

Ｊ
Ｔ
Ｂ
教
育
事
業
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
開
発
グ
ル

ー
プ
営
業
開
発
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
小
野
田
一
樹
氏
。
各

氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
日
本
修
学
旅
行
協
会
理
事
長
の
竹
内

秀
一
氏
が
務
め
た
。

　
横
浜
市
に
あ
る
「
帆
船
日

本
丸
・
横
浜
み
な
と
博
物
館
」

（
管
理
運
営
＝
帆
船
日
本
丸

記
念
財
団
）
に
併
設
さ
れ
て

い
る
「
柳
原
良
平
ア
ー
ト
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
は

日
か

ら
特
集
展
示
と
し
て
「
海
を

見
な
が
ら
…
」
を
開
催
し
て

い
る
。

　
柳
原
良
平
は
、
ア
ン
ク
ル

ト
リ
ス
の
広
告
デ
ザ
イ
ン
や

船
の
絵
で
知
ら
れ
る
。生
前
、

横
浜
市
に
住
居
を
構
え
、
帆

船
日
本
丸
記
念
財
団
の
理
事

を
務
め
て
い
た
こ
と
も
あ

る
。

　
今
回
の
特
集
展
示
で
は
、

み
な
と
み
ら
い

地
区
を
望

む
バ
ー
で
グ
ラ
ス
を
傾
け
る

柳
原
本
人
を
描
い
た
リ
ト
グ

ラ
フ
や
切
り
絵
を
中
心
に
海

を
見
な
が
ら
過
ご
す
風
景
の

作
品

点
を
紹
介
。

　
期
間
は

月

日
ま
で
。


